日 本 一 と 称賛 され る 「 白 子 竹の子 」 と 緑 ま ば ゆい 京 の 風景 


女性 ひび とり 旅 若葉 萌え る 保津峡 と 
春の 味覚 長岡 京 ' 租 の 子 料理 」 


TTY 
上 - タ 1 


東京 発 | 6AES5X00 


現 発 着 | 6CES5X00 


| ー ュ NVY ルー コ | 潜 員 癌 Gt 叶 則 | 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 接 ) 祭 
※ 東 京 ・ 大 阪 の 共同 募集 コー ス で す 。 浅 乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 有 ま で 同行 し ます 。 水利 用 
バス 会 社 : 東豊 観光 また は ヤサカ 観光 バス ※ 部 屋 タ イブ 写真 は 全て イメ ー ジ で す 。 名 
行程 バス 用 閥 化 … 徒 歩 ・ 列 車 一 般 生 そ の 他 事 
東京 (8:50 こ 9:50 和 = 品川 京都 (11:00 こ 12:00 各 名 
新 赤 浜 = 京都 ホ 
亀岡 ・ 春 の 保 津 川下 り 一 奏 過 野 ・ 党 広 光 寺 (当山 中 腹 、 共 古家 山 在 が あ テ 
っ た と 伝わる 昔 と 青 も み じ の 笑 し い お 寺 ) タ 刻 京都 東急 ホテ ル 泊 (ホテ ル 内 「 星 ル 
の の コピ ドッ ト で 調理 長 も 務 ゆ た シェ フ の 本 格 中 華 コ ー ス その 日 採れ た 最上 級 の 白子 竹の子 会 席 ブラ ンド 竹の子 
We 
: 宿 二 ア サ ヒ ビー ル : ネ の 「 董 蓮 」 な ど 作 品 穫 賞 、 建 呈 還 い み ー に 
も を しめる いっ よく 人 作れ の 昌子 の 所 巡 で 控 れ ね 「 子 たけのこ. せみ や 条 りか 
人 人 用 で 放 人 上 を 殺 る 新 壇 の アー ブ ) 寺 (な 独 の シッ さき など 日 本 一 の 味 と 言わ れる 最上 級 プ ラン ド で す 。 ば 
ジ や 亜 ) > 
ーー に 「 7 つづ は ご II に 20HSUSTUPT 生き 層 い 人 AIIF り や 緑 に 名 まれ る 大 凡 
東京 (9:00…19:45 基 ) 美術 館 た な ど 、 春 た け な わ の 京 を お 楽し み 下さ い 。 旅 
掲載 No」 東 孤 発 
ョ 東京 発 | 6AED5X00 | まな ms | 
悠久 の 歴史 と 自然 に 満ち る 天領 の 島 46 
大 孤 発 | 6CED5X00 | 』。 。 ぁ 2 音 
* ハ ーー 『 
女性 ひと り 旅 カン ゾウ 揺れ る 佐渡 島 へ ーー 
寛 ぎの 温泉 連 泊 で ゆっ た り 周 遊 
依 行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
PSE ヨ 講 
195,000 円 層 
ーーーー - 同 
※ 滑 は 初日 束 駅 か ら 最 昌 東京 また は 伊丹 空港 か 外 月 空 ま て 同行 し ます 。 利用 行 
バス 会 社 : 新潟 到 通 また は 閉 化 交通 また は 新潟 交通 作 六 ※ 衝 屋 タイ プ : 和 室 ※ 現 地 合 流 ・ 離 班 も 可 
能 す 。 詳 し く は お 問い 合わ せ 下 さい 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
行程 ー バ ス 航空 機 … 徒歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
東京 (9:00 ご 10:40 計 ) 大家 王 新潟 頒 空港 0:00 ご 10:30 計 ) 1 
新湯 8 
づま た オメ シーー 守 ご エッ トワ ネル 全 ま 再 洪 トキ 名 
加 (トキ を 問 近 に 補 察 ) 落 宣 寺 (日 夢 ゆ か り の 名 章 、 五 重 意 ) っ タ 刻 : 作 トビ シマ カン ゾウ 咲く 座 大 な 大 野生 城 
人 ・ 作 由 泊 (源泉 か け 流し 美肌 の 湯 で お 真 ぎ 下さ い 。 佐渡 食材 の 海山 
の 幸久) 。 e 
佐渡 の 胡 史 は 古く 、 約 1 万 年 前 に は 人 が 住ん で いた 
午前 : 央 ユニ つ 旬 へ 大 野 電 (黄色 に 染まる トビ シマ カン ゾウ 衝 落 ) - 突 閣 海 6 呈 呈 
用 semi 休 居 を る ダイ ナミ ッ ク な 和光 山 (人 400 年 の と いわ れ ま す 。 佐渡 金山 は 世界 追 産 介 録 へ の 推 詠 も 出 
歴 中 醒 ) つ 夕刻 : 同 宿泊 ( 連 泊 で ゆっ くり ) 決定 。 例 年 月 下旬 か ら 見 頃 を 迎え る トビ シマ カン 旅 
午前 : 宿 つた ら ( 舟 体験 、 青 の 洞窟 ( 小 午 船 で 透き通る オー シャ ンプ ルー の PC NIR 
和 へ ) 科 (5 有 で えた 昔 の 面 末 を 多 す 長者 ヶ 橋 両津 ソウ 評 簿 も 訪ね ます 。 ご 窒 泊 は 名 湯 「 作 剛 温 朱 .」 を ゥ 
ッ ト フ ォ イル 新潟 港 ラ タク シー また は パス ー ご 用 意 。 か け 流 し の 湯 と ゆとり の 部 屋 で お 寛ぎ 下 き オ 
= 大 東京 (19:00 ご 20:00 着 ) 新雪 空港 伊丹 港 (20:00~20:50 着 ) い 。 悠久 の 歴史 と 自然 に あふ れる 3 日 間 の 島 旅 で す 。 ヵ 


) 
コ 


